
は じ め に

今日の環境問題は、わたしたちの日常生活や通常の事業活動による水質汚濁や廃棄物の増

大など身近な問題から、地球温暖化やオゾン層の破壊など地球規模の問題にまで及んでいま

す。

このような環境問題を解決するために、これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄型の社

会経済システムやわたしたちのライフスタイルを見直して、環境への負荷のより少ない循環

型社会を構築していくことが求められています。

そのためには、行政、事業者及び県民のそれぞれが自主的かつ積極的に環境保全活動に取

り組んでいくことが重要です。

このため、本県では、地球温暖化防止やリサイクル、環境教育といった幅広い視点から、

県民総ぐるみのグリーン化率先行動を実践していくための計画である「いしかわグリーンプ

ラン（環境にやさしい石川創造計画）」を平成12年3月に策定いたしました。

本計画では、環境保全活動について、取組項目ごとに県全体の努力目標を提案し、消費者

としての県民、生産者としての事業者の全てがその目標に向かってどのような取組をしてい

くべきかについて述べています。

この県民総ぐるみの自主的活動を展開するにあたり、児童・生徒の教育や保護者との交流

などを通じ地域社会とのつながりの深い学校において、率先して環境保全活動を実践してい

くことは、本計画の実効性を高めるとともに、本県の健全で恵み豊かな環境を保全し、将来

世代への継承を図るためにも大切なことです。

このため、学校において、児童・生徒及び指導する教職員が容易かつ効果的に環境保全活

動に取り組むための指針「いしかわ学校版環境ＩＳＯ」を策定するとともに、本指針に基づ

き「環境行動計画」を作成し、積極的に環境保全活動に取り組む学校を認定する制度を設け

ました。

県内の小・中・高等学校において、本指針に積極的に取り組んでいただくことにより、自

主的な環境保全活動の輪が地域から県内全体に広がっていくことを期待しています。

平成14年3月

石川県知事　谷　本　正　憲
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